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今月の
お知
� らせ

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、行
事
な

ど
が
中
止
や
延
期
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�

お
知
ら
せ

　

除
染
な
ど
が
必
要
と
な
る
空

間
放
射
線
量
は
、毎
時
０
・
23
㍃

シーベルト
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。市
内

に
お
い
て
放
射
線
量
の
測
定
を

行
っ
た
結
果
、測
定
地
点
の
全
て

で
、健
康
に
影
響
を
与
え
る
よ
う

な
数
値
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

※
住
民
持
ち
込
み
に
よ
る
食
品

な
ど
の
放
射
性
物
質
の
簡
易

検
査
お
よ
び
空
間
放
射
線

簡
易
測
定
器
の
貸
し
出
し
を

行
って
い
ま
す
。

問　
環
境
課（
内
線
３
３
６
８
）

空
間
放
射
線
量

10
月
の
測
定
結
果

空間放射線量の測定結果     （単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時)
測定箇所 測定結果 測定期間

市立小学校、市立中学校、
市立高等学校（敷地） 0.06～0.10 10/5～10/28

市立保育所、私立幼稚園、
私立保育園（敷地） 0.04～0.08 10/4～10/28

公共施設等
（ホットスポット調査） 0.06～0.09 10/4～10/29

牡鹿地区集落 0.06～0.12 10/5～10/19

　
12
月
10
日（
金
）午
後
3
時
ご
ろ

防
災
ラ
ジ
オ
テ
ス
ト
放
送

佳
作
賞

確認しよう災害情報、避難場所
大事な命を守るために
� 石巻小学校6年 本

ほ ん だ
多 皓

ひかる

問 　学校安全推進課（内線5082）　令和2年度石巻市学校防災推進会議

防災「合言葉」受賞作品

　2回目の接種を終えた方の割合が8割を超え、希望する方への接種はおおむね終了したことから、現在、
1・2回目の接種体制を縮小しています。事情により接種できなかった方などに対しては、引き続き接種の機
会を確保できるよう調整しますので、コールセンターに問い合わせください。
　また、これから12歳になる方には、誕生月の翌月上旬頃までに接種券を送付します。接種券が手元に届き
ましたら、インターネットまたはコールセンターで予約の上、接種を受けてください。

これから1・2回目の接種を検討されている方へ

問　石巻市新型コロナワクチンコールセンター　☎0120-567-509
　　受付時間　（月～金曜日）午前8時30分～午後5時
　　　　　　　（土日・祝日）午前9時～午後3時

　国において、2回目接種完了からおおむね8カ月以上後に追加接種（3
回目接種）を行う方針が示されました。本市においても、国の動向を踏ま
えながら、現在、追加接種に向けた準備を進めています。
　追加接種の実施に関する具体的な内容が決まり次第、市ホームページ
や市報などでお知らせします。

3回目の追加接種について

新型コロナウイルスワクチン接種

　
せ
っ
か
く
設
置
さ
れ
て
い
る
住

宅
用
火
災
警
報
器
も
、い
ざ
と
い

う
時
に
機
能
し
な
け
れ
ば
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。日
本
に
先
行
し

て
設
置
が
義
務
化
さ
れ
た
ア
メ

リ
カ
の
調
査
で
は
、設
置
後
10
年

が
経
過
し
た
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
う
ち
、正
常
に
動
作
し
た
の

は
約
３
割
だ
っ
た
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
。

　

半
年
に
1
回
は
点
検
を
実
施

し
、設
置
か
ら
10
年
を
目
安
に

本
体
を
交
換
し
ま
し
ょ
う
。点

検
は
、本
体
の
テ
ス
ト
ボ
タ
ン
を

押
す
、ま
た
は
ひ
も
を
引
く
だ

け
で
、簡
単
に
で
き
ま
す（
音
声

メ
ッ
セ
ー
ジ
ま
た
は
警
報
音
が

鳴
れ
ば
正
常
で
す
）。

　
詳
し
く
は
、石
巻
広
域
消
防
本

部
ま
た
は
近
く
の
消
防
署
・
分
署
・

出
張
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
石
巻
広
域
消
防
本
部

　
予
防
課　
☎
９５-

７
１
６
７

　

１２
月
は
、日
没
時
間
が
最
も

早
く
、交
通
量
の
増
加
に
伴
う

渋
滞
や
心
理
的
な
慌
た
だ
し

さ
、積
雪
・
凍
結
な
ど
に
よ
る
路

面
状
況
の
悪
化
な
ど
の
要
因
で

交
通
事
故
が
最
も
多
発
す
る
時

期
で
す
。交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
、

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
心
掛
け
、

ゆ
と
り
を
持
っ
た
行
動
で
交
通

事
故
防
止
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

と
き　
１２
月
１
日（
水
）～
３１
日

（
金
）

問　
危
機
対
策
課

　
（
内
線
４
１
７
３
）

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

令
和
３
年
１
月
か
ら
１０
月
診

療
分
の
国
民
健
康
保
険
医
療
費

通
知
を
令
和
４
年
１
月
下
旬
に

発
送
し
ま
す
。確
定
申
告
な
ど

の
手
続
き
に
利
用
で
き
ま
す
が
、

再
発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、１１
月
、１２
月
診
療
分
は

令
和
４
年
３
月
下
旬
に
送
付
し

ま
す
の
で
、確
定
申
告
な
ど
の
手

続
き
に
は
医
療
機
関
か
ら
の
領

収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問　
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
４
９
）

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
各
支
所

　
国
保
加
入
者
が
会
社
の
社
会

保
険
な
ど
、国
保
以
外
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
場
合
に
は
、

国
保
の
喪
失
手
続
き
が
必
要
で

す
。喪
失
手
続
き
を
し
な
い
と

国
保
は
加
入
し
た
ま
ま
と
な
り
、

保
険
税
も
課
税
さ
れ
た
ま
ま
と

な
り
ま
す
。

○
喪
失
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
社
会
保
険
証（
全
員
分
）の
写

し
、国
民
健
康
保
険
証（
あ
る
場

合
の
み
）、身
分
証
明（
免
許
証

　
令
和
４
年
度
の
競
争
入
札
参

加
資
格
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

申
請
受
付
開
始

　
令
和
４
年
２
月
上
旬（
予
定
）

本
登
録　
物
品
購
入
、役
務
提

供
、小
規
模
契
約
希
望
者
登
録

承
認
期
間

　
令
和
４
年
４
月
１
日
～

　
令
和
６
年
３
月
３１
日（
予
定
）

※
登
録
済
み
の
方
も
、令
和
４

年
３
月
３１
日
で
承
認
期
間
が

切
れ
ま
す
の
で
、新
た
に
手
続

き
が
必
要
で
す
。

補
充
登
録　
建
設
工
事
お
よ
び

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
業
務

承
認
期
間

　
令
和
４
年
４
月
１
日
～

　
令
和
５
年
３
月
３１
日（
予
定
）

※
登
録
済
み
の
方
は
、承
認
期

間
が
令
和
５
年
３
月
３１
日
ま

で
あ
り
ま
す
の
で
、今
回
申
請

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
日
程
や
申
込
方
法
な
ど
、詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
申

　
管
財
課　

　
☎
23-

６
６
１
１

点
検
実
施
で
さ
ら
に
安
心
！

住
宅
用
火
災
警
報
器

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

農
業
者
年
金
経
営
移
譲
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
医
療
費

通
知
を
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
喪
失
届

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
業
者
登
録
」の
お
知
ら
せ

0%

20%

40%

60%

80%

100%

12～19歳 20代 30代 40代 50代 60～64歳 65歳以上

75.4％ 75.3％ 75.9％
82.9％

87.7％
94.2％

89.7％

【ワクチン接種状況（令和3年11月8日時点）】
　2回目の接種を終えた市民の人数　１１万1,708人（12歳以上の全対象者の８6．４％）

【接種時期の目安】
※11月8日時点の情報のため、変更の可能性があります。

石巻市の年代別接種率

　

経
営
移
譲
年
金
の
受
給
者

が
、農
業
を
再
開
し
た
場
合（
農

地
取
得
、返
還
を
受
け
た
場
合

や
農
地
所
有
適
格
法
人
の
組
合

員
、社
員
ま
た
は
株
主
に
な
っ
た

場
合
も
含
む
）は
支
給
停
止
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、後
継
者
に
貸
し
付
け
し

て
経
営
移
譲
し
た
農
地
の
返
還

を
受
け
た
場
合
は
、農
業
の
再
開

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
支
給
停

止
に
な
り
ま
す
。支
給
停
止
の
判

断
は
、受
給
者
一
人
一
人
の
経

営
移
譲
の
内
容
と
農
地
の
移
動

事
由
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　
転
用
・
売
却
・
買
収
な
ど
農
地

を
移
動
す
る
予
定
の
あ
る
方
は

事
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。

問　
農
業
委
員
会

　
☎
６２-

４
８
２
６

な
ど
）、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

※
郵
送
で
も
可
能
で
す
。詳
し
く

は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
申

　
〒
９
８
６-

８
５
０
１

　
（
住
所
不
要
）

　
保
険
年
金
課（
内
線
２
３
４
７
）

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
各
支
所

12月 令和4年1月 2月 3月 4月以降

医療従事者

高齢者施設入所者

高齢者

64歳以下
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家
庭
の
経
済
的
な
理
由
か
ら

支
援
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
児
童・生
徒
の
保
護
者
に
対

し
て
、就
学
に
必
要
な
経
費
の
一

部
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

対
象

・
保
護
者
の
世
帯
全
体
が
所
定

の
要
件
に
該
当
し
、経
済
的

な
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

世
帯

・
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
家
屋

が
半
壊
以
上
の
被
害
を
受
け

た
な
ど
に
該
当
し
、か
つ
親
権

者
の
市
民
税
所
得
割
額
の
合

計
が
１
０
７
、７
０
０
円
未
満

�
子
ど
も
・
教
育

小・中
学
生
対
象
の

就
学
援
助
制
度

４
月
か
ら
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
の
対
象
年
齢
を

拡
大
し
ま
す

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
に
所
有

し
て
い
る
事
業
用
の
償
却
資
産

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
市
内
で
事
業
を
営
ん
で

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
防

災
集
団
移
転
促
進
事
業
に
よ
り

買
い
取
り
し
た
市
有
地（
被
災

宅
地
）の
除
草
作
業
な
ど
の
維

持
管
理
を
目
的
と
し
て
、管
理

範
囲
の
目
安
と
す
る
た
め
、１１
月

か
ら
測
量
お
よ
び
市
有
地
管
理

杭
の
設
置
作
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

作
業
期
間
中
は
、委
託
し
た

測
量
業
者
が
市
有
地
に
隣
接
す

る
土
地
に
立
ち
入
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、了
承
く
だ
さ
い
。

　

委
託
業
者
は
、市
発
行
の
身

災
害
危
険
区
域
内
に
お
け
る

市
有
地
の
管
理
杭
設
置
作
業

償
却
資
産
申
告
書
を

送
付
し
ま
す

　石巻市民生委員児童委員協議
会では、委員の知識や技能向上
のため、毎年研修会を行っていま
す。今年は、コロナ禍で例年の研
修会が開催できなかったため、研
修部会の委員が集まり、各地区で
行う代替研修について、内容の協
議を行いました。
　この研修を通じ、今後の委員活動に繋げていく予定です。
問　石巻市民生委員児童委員協議会事務局（石巻市社会福祉協議会内）
　　☎９６‐５２９０
　　市福祉総務課（内線２４５８）

民生委員・児童委員の活動をご存知ですか？

　昭和２３年第３回国際連合総会において「世界人権宣言」が採択されました。我
が国においては、これを記念して、毎年１２月１０日を最終日とする１週間を「人権週
間」と定め、本年も、１２月４日（土）～１０日（金）までの１週間が「第７３回人権週間」
です。この機会に人権についての理解を深め、「思いやりの心」や「かけがえのない
命」についてもう一度考えてみませんか？
　人権擁護委員はあなたのまちの身近な相談パートナーです！
　石巻市の人権擁護委員　２４人（敬称略）

問　仙台法務局石巻支局　☎２２-６１８８、市総務課（内線４０４０）

守られていますか？あなたの人権

石巻地区 河北地区 河南地区 北上地区
大   國　龍    笙 三 浦　 直　 人 佐々木　慶一郎 阿 部    　 悟
田   中　憲  夫 堀 井    　 栄 今  野　 美智子 加 藤　ひろ子
阿  部　慶  吾 日 野　 ゆう子 木 村　 孝 禅
髙   橋 　壽  枝
佐々木　多佳子 雄勝地区 桃生地区 牡鹿地区
馬   場       　務 阿 部　 清   隆 千 葉　 秀 子 岡 田    　 伸
浮 津　由  巳 佐 藤　 静   夫 佐々木    　芳  美 沼 倉　 隆   樹
内   海     　 聡 阿 部　 英 二
鈴   木 　みどり

　障害者週間は、国民に広く、「障害者の福祉」についての理解と関心を深めるとと
もに、障害のある方が、社会、経済、文化などのあらゆる分野の活動に参加促進す
るために定められた週間です。障害のあるなしにかかわらず、だれもが、地域で安
心して暮らし、社会参加できる社会の実現のため、皆さんのご理解とご協力をお願
いします。期間中、理解促進のためのイベントが開催されます。
●“Ｓｈｉｔｔｅ”＆“Ｋａｔｔｅ”障害者就労施設等製品販売会
と　き　１２月３日（金）～5日（日） 午前10時～午後2時
ところ　イトーヨーカドー 石巻あけぼの店
主  催　石巻市女川町自立支援協議会
●きらりｐｈｏｔｏスケッチ展示
　障害のある方の日常の中での「きらり」とひかる場面を写真などで紹介します。
と　き　１１月30日（火）～１２月１０日（金）　　ところ　石巻市役所１階
主  催　福祉サークルI♥愛

問　障害福祉課（内線２４８３）

１２月３日（金）～９日（木）は、障害者週間です

ヘルプマークをご存知ですか
　ヘルプマークは、内部障害や難病など、外見から分かり
にくい困難を抱える方への援助や配慮を促すマークです。
援助や配慮を必要としている方が、バッグなどに身に付け
ることで、周囲の人に手助けを必要としていることや外見
からはわからない障害への理解を求めるものです。ヘルプ
マークを付けている方を見かけたら、電車、バスなどで、席
を譲ったり、駅や商業施設などで、声をかけるなどの気遣
いなど、思いやりのある行動をお願いします。

　
東
京
都
下
水
道
局
の
派
遣

で
、４
月
か
ら
市
街
地
の
東

日
本
大
震
災
復
興
に
か
か
わ

る
下
水
道
工
事
の
監
督
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。工
事
は
日

本
下
水
道
企
業
団
に
委
託
し

て
お
り
、主
に
道
路
管
理
者

や
他
企
業
と
の
調
整
、住
民

対
応
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。見

え
な
い
地
下
の
工
事
な
の
で

ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
よ
う
に
し
、

１
日
も
早
く
終
わ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

富
山
県
生
ま
れ
で
、東
京

都
で
30
年
、土
木
職
と
し
て

下
水
道
工
事
全
般
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。初
め
て
来
た
石

巻
市
は
、東
京
に
比
べて
四
季

を
感
じ
ま
す
。こ
ち
ら
に
来
て

車
を
購
入
し
た
の
で
、い
ろ
い

ろ
と
出
掛
け
て
み
た
い
で
す

ね
。コ
ロ
ナ
下
の
休
日
は
自
宅

で
の
ん
び
り
過
ご
す
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
、ま
だ
街
の
こ

と
は
詳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

地
元
の
人
以
上
に
地
下
の
こ

と
は
知
って
い
ま
す
。

　

市
街
地
は
震
災
が
あ
っ
た

と
い
う
印
象
は
ほ
と
ん
ど
受

け
な
い
も
の
の
、海
沿
い
で
二

線
堤
防
や
空
き
地
を
見
る

と
、津
波
の
影
響
は
大
き
い

も
の
だ
っ
た
の
だ
と
思
わ
さ
れ

ま
す
。下
水
道
整
備
の
効
果

が
見
え
る
の
は
も
う
少
し
先

で
す
が
、浸
水
被
害
が
減
っ
た

と
言
って
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で

す
。皆
さ
ん
が
笑
顔
で
過
ご
せ

る
街
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

下水道建設課

中
なかやま

山健
けん

さん
東京都から派遣

全国からの

応 縁
職 員

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
、

助
成
対
象
を
１８
歳（
１８
歳
到
達

後
の
最
初
の
３
月
３１
日
）ま
で
拡

大
し
ま
す
。

申
請
が
必
要
と
な
る
方

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
、平

成
１６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１８

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も

の
保
護
者（
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方
は
手
続
き
不
要
）

※
令
和
４
年
度
に
高
校
１
年
生

に
な
る
子
ど
も
の
保
護
者
で
、

現
在
受
給
者
証
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
は
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。助
成
該
当

者
に
は
３
月
下
旬
に
新
し
い

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

申
請
方
法

　

申
請
が
必
要
な
方
に
、１２
月

中
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま

分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

※
こ
の
測
量
は
、国
土
調
査
に
よ

る
成
果
を
も
と
に
震
災
の
影
響

で
亡
失
し
た
杭
の
位
置
を
復

元
す
る
も
の
で
す
。ま
た
、土
地

境
界
確
定
測
量
と
は
異
な
り
、

新
た
に
隣
地
と
の
境
界
を
確
定

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
半
島
整
備
推
進
課

　
（
内
線
５
３
１
５
）

い
る
法
人
お
よ
び
個
人
の
方

申
告
書
郵
送
時
期

　
１２
月
中
旬（
令
和
４
年
度
分
）

※
申
告
書
の
記
入
方
法
や
申
告

日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
同
封
の

「
申
告
の
手
引
き
」を
確
認

く
だ
さ
い
。

※
令
和
３
年
中
に
事
業
を
開
始

し
た
方
、ま
た
は
令
和
２
年

以
前
に
事
業
用
資
産
を
取
得

し
て
い
て
未
申
告
の
方
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め「ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
」を

利
用
し
た
電
子
申
告
を
お
勧

め
し
ま
す
。

問
申

　
資
産
税
課

　
（
内
線
３
１
１
８・３
１
１
９
）

す
。窓
口
へ
持
参
、ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　
令
和
4
年
２
月
２８
日（
月
）

※
期
限
後
も
申
請
可
能
で
す
が
、

受
給
者
証
の
交
付
が
４
月
以

降
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

必
要
な
も
の

　

健
康
保
険
証（
子
ど
も
の
名

前
が
入
っ
た
も
の
）

※
こ
の
申
請
は
、令
和
４
年
度

予
算
成
立
後
、速
や
か
に
事

業
を
開
始
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、予
算
成
立
前
に
手

続
き
を
行
う
も
の
で
す
。

　

今
後
、内
容
な
ど
が
変
更
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
本
事
業
は
、「
特
定
防
衛
施

設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
」

を
財
源
の
一
部
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

問
申

　
〒
９
８
６-

８
５
０
１

　
（
住
所
不
要
）

　
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
４
２
）

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
各
支
所

で
経
済
的
な
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
世
帯

※
条
件
や
申
込
方
法
な
ど
、詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
申

　
各
小・中
学
校

　
教
育
総
務
課

　
（
内
線
５
０
１
７
）

詳しくはこちら


